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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次

第96期

第１四半期連結

累計（会計）期間

第97期

第１四半期連結

累計(会計)期間

第96期

会計期間
自　平成21年４月１日

至　平成21年６月30日

自　平成22年４月１日

至　平成22年６月30日

自　平成21年４月１日

至　平成22年３月31日

売上高 （百万円） 71,882 94,571 376,323

経常利益又は経常損失（△） （百万円） △2,662 1,014 △399

四半期純利益又は

四半期(当期)純損失（△）
（百万円） 3,252 △767 △565

純資産額 （百万円） 52,594 49,078 50,459

総資産額 （百万円） 272,535 241,913 257,205

１株当たり純資産額 （円） 602.06 514.36 544.42

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期(当期)純損失金額

（△）

（円） 46.48 △10.97 △8.09

潜在株式調整後

１株当たり四半期(当期)純利益金額
（円） 42.24 － －

自己資本比率 （％） 15.5 14.9 14.8

営業活動によるキャッシュ・フロー （百万円） 7,772 12,947 51,429

投資活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △4,713 △5,005 △20,281

財務活動によるキャッシュ・フロー （百万円） △3,542 △5,969 △23,956

現金及び現金同等物の

四半期末(期末)残高
（百万円） 12,447 21,835 20,015

従業員数 （名） 8,700 9,334 9,122

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　第96期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、当期純損失を計上しているため記載しており

ません。

３　第97期第１四半期連結累計(会計)期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、四半期純損

失を計上しており、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業

の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間における、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名) 9,334　

(注) 従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除く就業人員であります。

　

(2)　提出会社の状況

平成22年６月30日現在

従業員数(名) 3,130　

(注) 従業員数は、当社から他社への出向者を除く就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1)　生産実績
当第１四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 　生産高(百万円) 前年同四半期比(％)

日本 55,136 －

北米 11,739 －

欧州 6,273 －

アジア 13,091 －

合計 86,240 －

(注) １　金額は製造原価によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2)　受注実績

当第１四半期連結会計期間における当社製品におきましては、納入先より３ヶ月程度の生産計画の提示を受け、生

産能力を考慮して生産計画をたてております。

なお、治具溶接機については、納入先よりの注文に基づき生産しており、受注実績は次のとおりであります。

セグメントの名称 　受注高(百万円) 前年同四半期比(％)　受注残高(百万円)前年同四半期比(％)

日本 1,371 － 2,164 －

合計 1,371 － 2,164 －

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3)　販売実績
当第１四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 　販売高(百万円) 前年同四半期比(％)

日本 58,546 －

北米 12,681 －

欧州 7,187 －

アジア 16,155 －

合計 94,571 －

　
(注) １　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次の通りであります。

相手先
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

販売高(百万円) 割合(％) 販売高(百万円) 割合(％)

トヨタ自動車㈱ 31,322 43.6 32,888 34.8

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　
文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）
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が判断したものであります。

(1)　経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間における経済情勢は、各国における経済対策により回復の兆しが見られま

したが、欧州諸国での信用不安やアジアでの労働問題など依然として先行き不透明な状況にあります。自

動車業界におきましては、アジアを中心に市場の回復もあって生産台数は増加しております。

このような状況にあって当社グループの当第１四半期連結会計期間の連結業績は、売上高は945億円と

前年同四半期比31.6％の増収となりました。利益につきましては、営業利益は28億円(前年同四半期は25

億円の営業損失)、経常利益は10億円(前年同四半期は26億円の経常損失)、四半期純損失は７億円(前年同

四半期は32億円の四半期純利益)となりました。

セグメント別の状況については、売上高は日本606億円、北米126億円、欧州71億円、アジア162億円と

なっております。セグメント利益は日本０億円、北米６億円、欧州３億円、アジア17億円となっております

　
(2)　財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産については、売上債権および有形固定資産の減少や投資有価証

券の時価総額の下落などにより、前連結会計年度末に比べて152億円減少し、2,419億円となりました。負

債については、仕入債務の減少や短期借入金の返済などにより、前連結会計年度末に比べて139億円減少

し、1,928億円となりました。純資産については、その他有価証券評価差額金の減少などにより13億円減少

し、490億円となりました。

　
(3)　キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ18億円増加し、

218億円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における営業活動の結果、得られた資金は129億円であり、前年同四半期の

77億円に比べ51億円(66.6％増)の増加となりました。これは主に売上債権の回収によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における投資活動の結果、使用した資金は50億円であり前年同四半期の47

億円の支出に比べ２億円(6.2％増)の支出の増加となりました。これは主に設備投資による支出によるも

のであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間における財務活動の結果、使用した資金は59億円であり前年同四半期の35

億円の支出に比べ24億円(68.5％増)の支出の増加となりました。これは主に有利子負債の返済によるも

のであります。

　
(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更はありません。

　
(5)　研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は543百万円であります。

なお、当第１四半期連結会計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　
(2)　設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成22年６月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成22年８月６日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 70,049,627 70,049,627

東京証券取引所
市場第一部
名古屋証券取引所
市場第一部

単元株式数は
100株であります。

計 70,049,627 70,049,627－ －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(千株)

発行済株式

総数残高

(千株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成22年４月１日～

平成22年６月30日(注)
─ 70,049 ─ 11,820 △1,083 12,236

(注)　平成22年５月27日開催の取締役会において、会社法第459条第１項の規定に基づく定款の定めにより、資

本準備金の額の減少について決議がなされており資本準備金が1,083百万円減少しております。
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(6) 【大株主の状況】

平成22年６月30日現在の株主名簿により、平成22年３月31日に大株主であったインダスパシフィック

スモーラーカンパニー(常任代理人香港上海銀行東京支店)は大株主ではなくなり、以下の中央三井信託

銀行株式会社が大株主となりました。

氏名又は名称 住所
所有株式数

(千株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

中央三井信託銀行株式会社 東京都港区芝三丁目33番１号 1,162 1.65

　
当第１四半期会計期間において、ブラックロック・ジャパン株式会社他３社連名により平成22年６月

７日付で関東財務局に提出された大量保有報告書により、平成22年５月31日現在で以下の株式を所有し

ている旨の報告を受けておりますが、当社として当第１四半期会計期間末の実質所有株式数の確認がで

きておりません。

なお、その大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
所有
株式数
(株)

発行済株式総数に対
する所有株式数の割

合(％)

ブラックロック・ジャパン株式
会社

東京都千代田区丸の内一丁目８番３号 489,300 0.70

ブラックロック・アドバイザー
ズ・エルエルシー

米国 デラウェア州 ウィルミントン ベル
ビュー パークウェイ 100

2,113,200 3.02

ブラックロック(ルクセンブル
グ)エス・エー

ルクセンブルグ大公国 セニンガーバーグ
L-2633 ルート・ドゥ・トレベ 6D

727,900 1.04

ブラックロック・インスティ
テューショナル・トラスト・カ
ンパニー、エヌ.エイ.

米国 カリフォルニア州 サンフランシスコ市
ハワード・ストリート 400

203,800 0.29

合計 ─ 3,534,200 5.05
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成22年３月31日の株主名簿により記載しております。

　
①　【発行済株式】

平成22年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 92,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 69,851,100 698,511 －

単元未満株式 普通株式 106,227 － －

発行済株式総数 　 70,049,627 － －

総株主の議決権 － 698,511 －

　
②　【自己株式等】

平成22年３月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）
岡崎市橋目町字御茶屋１番地 92,300 － 92,300 0.1

フタバ産業株式会社

計 － 92,300 － 92,300 0.1

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年

４月
５月 ６月

最高(円) 824 824 818

最低(円) 726 656 662

(注)株価は、東京証券取引所市場第一部によるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期報告書提出までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連

結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成しております。

　
２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月

１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第１四半期

連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年

４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人によ

り四半期レビューを受けております。

なお、あずさ監査法人は、平成22年７月１日付で有限責任監査法人に移行したことにより、名称が有限責

任 あずさ監査法人に変更されました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,926 20,146

受取手形及び売掛金 45,512 52,900

製品 3,612 3,994

仕掛品 7,788 7,704

原材料及び貯蔵品 3,118 3,114

繰延税金資産 6 73

その他 6,986 9,147

貸倒引当金 △139 △154

流動資産合計 88,813 96,926

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 30,928

※1
 31,957

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 65,177

※1
 69,368

工具、器具及び備品（純額） ※1
 10,706

※1
 12,455

土地 14,777 14,847

リース資産（純額） ※1
 388

※1
 414

建設仮勘定 9,730 6,586

有形固定資産合計 131,708 135,630

無形固定資産 515 548

投資その他の資産

投資有価証券 16,074 19,370

繰延税金資産 895 864

その他 6,475 6,410

貸倒引当金 △2,569 △2,545

投資その他の資産合計 20,875 24,100

固定資産合計 153,100 160,279

資産合計 241,913 257,205
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 49,198 55,451

短期借入金 54,835 62,938

1年内返済予定の長期借入金 14,500 13,984

未払法人税等 811 995

役員賞与引当金 24 －

リコール損失引当金 2,120 2,120

その他 16,390 15,935

流動負債合計 137,881 151,425

固定負債

長期借入金 37,747 37,530

繰延税金負債 7,452 8,302

退職給付引当金 8,458 8,390

役員退職慰労引当金 53 62

資産除去債務 189 －

その他 1,052 1,032

固定負債合計 54,954 55,319

負債合計 192,835 206,745

純資産の部

株主資本

資本金 11,820 11,820

資本剰余金 12,382 13,321

利益剰余金 8,981 8,810

自己株式 △146 △146

株主資本合計 33,038 33,805

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 5,188 6,230

為替換算調整勘定 △2,243 △1,949

評価・換算差額等合計 2,944 4,280

少数株主持分 13,095 12,373

純資産合計 49,078 50,459

負債純資産合計 241,913 257,205
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

売上高 71,882 94,571

売上原価 70,338 87,513

売上総利益 1,544 7,058

販売費及び一般管理費

運賃及び荷造費 1,455 1,625

給料手当及び賞与 866 1,077

退職給付費用 44 44

役員賞与引当金繰入額 － 24

役員退職慰労引当金繰入額 7 8

法定福利及び厚生費 140 155

租税公課 97 86

減価償却費 115 139

研究開発費 67 55

その他 1,313 1,021

販売費及び一般管理費合計 4,108 4,237

営業利益又は営業損失（△） △2,564 2,820

営業外収益

受取利息 30 24

受取配当金 83 89

作業くず売却益 147 139

為替差益 95 －

デリバティブ評価益 99 －

その他 349 88

営業外収益合計 805 342

営業外費用

支払利息 706 664

デリバティブ評価損 － 27

持分法による投資損失 22 20

為替差損 － 1,101

その他 175 334

営業外費用合計 904 2,148

経常利益又は経常損失（△） △2,662 1,014

EDINET提出書類

フタバ産業株式会社(E02195)

四半期報告書

13/25



(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

特別利益

投資有価証券売却益 843 －

役員退職慰労引当金戻入額 85 －

特別利益合計 928 －

特別損失

減損損失 687 －

投資有価証券評価損 134 428

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 189

その他 118 47

特別損失合計 940 665

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△2,674 349

法人税等 ※1
 △6,045

※1
 402

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △52

少数株主利益 119 714

四半期純利益又は四半期純損失（△） 3,252 △767
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△2,674 349

減価償却費 5,986 6,571

減損損失 687 －

受取利息及び受取配当金 △114 △112

支払利息 706 664

売上債権の増減額（△は増加） △5,364 7,576

たな卸資産の増減額（△は増加） △365 138

仕入債務の増減額（△は減少） 10,096 △5,826

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 189

その他 △455 4,210

小計 8,502 13,762

利息及び配当金の受取額 129 100

利息の支払額 △789 △467

法人税等の支払額 △70 △447

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,772 12,947

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,136 △5,712

貸付けによる支出 △21 △44

貸付金の回収による収入 17 11

その他 427 740

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,713 △5,005

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △2,723 △7,102

長期借入れによる収入 － 2,576

長期借入金の返済による支出 △793 △1,407

その他 △25 △35

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,542 △5,969

現金及び現金同等物に係る換算差額 455 △152

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △28 1,820

現金及び現金同等物の期首残高 12,475 20,015

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 12,447

※1
 21,835
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日）

該当事項はありません。

　
【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

１　「資産除去債務に関する会計基準」の適用
当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準18号　平成20年３月31日)及
び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日)を適用して
います。
これにより、税金等調整前四半期純利益が189百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資

産除去債務の変動額は189百万円であります。
２　「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号　平成20年３月10日公表
分)及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」(実務対応報告第24号　平成20年３月10日)を
適用しています。
これによる損益への影響はありません。

３　「企業結合に関する会計基準」等の適用
当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号　平成20年12月26日)、
「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)、「『研究開発費等に係る会計基
準』の一部改正」(企業会計基準第23号　平成20年12月26日)、「事業分離等に関する会計基準(企業会計基準第7号
　平成20年12月26日)、「持分法に関する会計基準」(企業会計基準第16号　平成20年12月26日)、「企業結合会計基
準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日)を適用してお
ります。
これによる損益への影響はありません。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

１　四半期連結損益計算書関係

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号　平成20年12月26日)に基づく「財務諸表等の用語、
様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成21年３月24日　内閣府令第５号)の適用によ
り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失(△)」の科目で表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法
減価償却の方法として定率法を採用しているものについては、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期間
按分する方法によっております。

２　法人税並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法
法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法に
よっております。繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降の経営環境や一時差異
等の発生状況に著しい変化がないと認められることから、前連結会計年度において使用した将来の業績予測な
どを利用する方法によっております。

３　退職給付引当金
退職給付費用、数理計算上の差異の費用処理額、過去勤務債務の費用処理額については、それぞれ当連結会計
年度に係る年間の費用処理額を期間按分して算定しております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間

(自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日)

１　税金費用の計算
一部の連結子会社における税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当
期純利益に対する税効果適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じ
る方法により計算しております。なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。

　

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末

(平成22年６月30日)

前連結会計年度末

(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 247,907百万円

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 242,830百万円

 

２　受取手形割引高

　 250百万円

 

２　受取手形割引高

　 183百万円

 
　 　

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第１四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年６月30日)

※１　当第１四半期連結累計期間に係る法人税、住民税
及び事業税と法人税等の更正による還付税額及
び法人税等調整額はその合計額を「法人税等」
として表示しております。

なお、法人税等の更正による還付税額が5,275百
万円含まれております。

※１　当第１四半期連結累計期間に係る法人税、住民税
及び事業税と法人税等調整額はその合計額を
「法人税等」として表示しております。

　 　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日

　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自　平成22年４月１日

　至　平成22年６月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結
貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成21年６月30日）

現金及び預金 12,610百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△163百万円

現金及び現金同等物 12,447百万円

 

（平成22年６月30日）

現金及び預金 21,926百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△91百万円

現金及び現金同等物 21,835百万円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　

至　平成22年６月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期連結会計期間末

(株)

　普通株式 70,049,627

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期連結会計期間末

(株)

　普通株式 92,603

　
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

(1)　配当金支払額

該当事項はありません。

　
(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
５　株主資本の著しい変動に関する事項

当社は、平成22年５月27日の取締役会において、会社法第459条第１項の規定に基づく定款の定めによ
り、資本準備金の額及び利益準備金の額の減少ならびに剰余金の処分について決議いたしました。
　

(1)　資本準備金及び利益準備金の額の減少ならびに剰余金の処分の目的
資本準備金の額及び利益準備金の額を減少し剰余金の処分を行うことによって、繰越利益剰余金の
欠損を填補するもの。

(2)　資本準備金及び利益準備金の額の減少の要領
会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少しその他資本剰余金に、利益準備金の全額
を減少し繰越利益剰余金に振替えるもの。
１　減少する準備金の項目及びその額

資本準備金　　　　　1,083百万円
利益準備金　　　　　2,920百万円

２　増加する剰余金の項目及びその額
その他資本剰余金　　1,083百万円
繰越利益剰余金　　　2,920百万円

(3)　剰余金の処分の要領
会社法第452条の規定に基づき、上記(2)で振替えたその他資本剰余金をさらに繰越利益剰余金に振
替え、欠損を填補するもの。
１　減少する剰余金の項目及びその額

その他資本剰余金　　　938百万円
２　増加する剰余金の項目及びその額

繰越利益剰余金　　　　938百万円
(4)　資本準備金及び利益準備金の額の減少ならびに剰余金の効力の発生日

１　取締役会決議日　　　平成22年５月27日
２　効力発生日　　　　　平成22年５月27日
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　
自動車等
車両部品事業

(百万円)

情報環境機器
部品事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に
対する売上高

69,814 2,068 71,882 － 71,882

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － －

計 69,814 2,068 71,882 － 71,882

営業利益又は営業損失(△) △2,611 47 △2,564 － △2,564

(注) １　事業の区分は、製品の使用目的及び販売市場の類似性により区分しております。

２　各区分の主な製品

(1)自動車等車両部品事業・・・・・マフラー、エキゾーストマニホールド、サスペンションメンバー等

(2)情報環境機器部品事業・・・・・複写機、レーザープリンター等の精密部品

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　
日本

(百万円)

北米

(百万円)

欧州

(百万円)

アジア

(百万円)

計

(百万円)

消去又は

全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に
対する売上高

50,8767,972 6,062 6,97171,882 － 71,882

(2)セグメント間の内部
売上高又は振替高

4,036 － 1 50 4,089(4,089) －

計 54,9137,972 6,064 7,02275,972(4,089)71,882

営業利益又は営業損失(△) △2,375 △457 △448 622 △2,658 94 △2,564

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1)北米・・・・・・・・・アメリカ、カナダ

(2)欧州・・・・・・・・・イギリス、チェコ

(3)アジア・・・・・・・・中国、インド

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

　 北米 欧州 アジア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（百万円） 8,144 6,074 7,336 159 21,714

Ⅱ　連結売上高（百万円） － － － － 71,882

Ⅲ　連結売上高に占める
海外売上高の割合（％）

11.3 8.5 10.2 0.2 30.2

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1)北米・・・・・・・・・アメリカ、カナダ

(2)欧州・・・・・・・・・イギリス、フランス、チェコ、ハンガリー

(3)アジア・・・・・・・・中国、インド

(4)その他地域・・・・・・オーストラリア等
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【セグメント情報】

　
（追加情報）
当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17
号  平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準
適用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。

　
１　報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経
営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。
当社は、主に自動車等車両部品を生産・販売しており、国内においては当社及び子会社が、海外におい
ては北米、欧州及びアジアにおける各現地法人が、それぞれ担当しております。現地法人はそれぞれ独立
した経営単位であり、取り扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しておりま
す。
したがって、当社は、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、
「北米」、「欧州」、「アジア」の４つを報告セグメントとしております。各報告セグメントでは主とし
て、自動車等車両部品を生産・販売しております。

　
２　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日）

（単位：百万円）

　
報告セグメント 調整額

(注)１

合計

(注)２日本 北米 欧州 アジア 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 58,54612,6817,18716,15594,571 － 94,571

  セグメント間の内部売上高

又は振替高
2,139 － 0 104 2,244△2,244 －

計 60,68612,6817,18816,26096,816△2,24494,571

セグメント利益 55 609 348 1,797 2,810 9 2,820

(注) １　セグメント利益の調整額９百万円は、セグメント間取引消去であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　

１株当たり純資産額 514円36銭

　

１株当たり純資産額 544円42銭
　 　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期
連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

１株当たり純資産額 　 　

純資産の部の合計額（百万円） 49,078 50,459

普通株式に係る純資産額(百万円) 35,983 38,085

差額の主な内訳（百万円） 　 　

少数株主持分 13,095 12,373

普通株式の発行済株式数（千株） 70,049 70,049

普通株式の自己株式数（千株） 92 92

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数（千株）

69,957 69,957

　
２　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 46円48銭

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

42円24銭

　

１株当たり四半期純損失金額 △10円97銭

潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

－円－銭

　
　 　

(注) １　当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、四半期純損失を計上し

ており、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額
又は１株当たり四半期純損失金額

　 　

四半期連結損益計算書上の
四半期純利益又は四半期純損失(△)（百万円）

3,252 △767

普通株式に係る
四半期純利益又は四半期純損失(△)（百万円）

3,252 △767

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式の期中平均株式数（千株） 69,958 69,957

　 　 　

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（百万円） ─ ─

普通株式増加数（千株） 7,037 ─

(うち転換社債型新株予約権付社債（千株）) (7,037) ─

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含まれなかった
潜在株式について前連結会計年度末から重要な変
動がある場合の概要

─ ─
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

フタバ産業株式会社(E02195)

四半期報告書

23/25



独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年８月７日

フタバ産業株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　安　　井　　金　　丸　　印
　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　井　　上　　嗣　　平　　印
　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　楠　　元　　　　　宏　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフタ
バ産業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四
半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任
は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ
る。
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ
ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正
妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ
れた。
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フタバ産業株式会社及び連結子会社の平成21
年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ
・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報
１．継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は前連結会計年度まで連続して重要な当期
純損失を計上し、当第１四半期連結会計期間においては法人税等の還付により四半期純利益を計上した
ものの状況に大きな変化が見られず、営業損益については前連結会計年度から当第１四半期連結会計期
間と引き続いて損失を計上している。また、四半期連結財務諸表提出会社及び連結子会社２社においてシ
ンジケート・ローンの財務制限条項に抵触していることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせ
るような状況が存在しており、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、
当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。
四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は四半
期連結財務諸表に反映されていない。

２．追加情報に記載されているとおり、株式会社ビジネスデザイン研究所に対する不正融資に関連して、会社
の従業員が無断で発行して回収した支払手形および持ち出した未使用の手形用紙を廃棄処分したと供述
しているが、完全に処分されたとの確証は得られず、万が一手形の所持人から届出があった場合の会社の
損害を見込むことが不可能なため、その影響を四半期連結財務諸表に反映していない。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告
書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月６日

フタバ産業株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    安　　井　　金　　丸    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    井　　上　　嗣　　平    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    楠　　元　　　　　宏    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフタ

バ産業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22

年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フタバ株式会社及び連結子会社の平成22年６

月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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